
市民活動をＦＭラジオで発信  

『つなげよう！市民のチカラ！』 

 

○第５１回：２０１９年７月２８日（日） 
 

○ゲ ス ト：石岡 佳樹（ｲｼｵｶ ﾖｼｷ） さん 

写真：石岡さん 

 

○ 放送内容 

今回の放送では、「ふくろう通心※」のスタッフとして活動をされている石岡佳樹さんを

ゲストにお招きしました。 

昔からラジオが大好きで、今回の出演をとても楽しみにしていたという石岡さんはこの

日、普段の活動内容や、今後の抱負などについてお話をしてくださいました。 

※ふくろう通心…弘前市のボランティア情報紙で、公共施設や小中学校等に配置・配布しています。 

 

🔶 会社の研修を通じて、ボランティアへの熱い思いが芽生える！ 

 石岡さんが、ふくろう通心のスタッフとして活動するきっかけとなったのは会社の研修

です。その研修は認知症をテーマとしたもので、実際に認知症の方を介護しているご家族

の話も聞く場面がありました。石岡さんの心には、ご家族の苦労などが深く刻み込まれた

のと同時に、共に受講していた同僚に全く響いていないことへの強い危機感が芽生えまし

た。「『自分には関係ない』という無関心が一番恐ろしい。どうすれば世の中で困っている

人の現状や、それを助ける素晴らしい活動を知ってもらえるか、その為に自分にできるこ

とはないか。」そんな思いが溢れ出て、ふくろう通心のスタッフになることを決めました。 

 

🔶 取材先の思いをストレートに、より正確に伝えたい！ 

 石岡さんは、言葉の取捨選択、表現方法などに強いこだわりを持ち、取材先の活動や思

いが読者にしっかりと届くように工夫しています。内容確認の為には、取材先を再度訪れ

るなど、記事作りに一切の妥協はありません。 

 

◆ 人と人を繋げる架け橋となるために 

石岡さんは、ボランティアは「やってあげるもの」ではなく、「自分の勉強、成長に繋が

るもの」だと言います。実際に自分自身も活動を通じて成長させてもらっているとのこと

で、「今後も更に腕を磨き、わかりやすい記事作りを心がけ、人と人とを繋ぐ役割を果たせ

れば。」と熱い想いを語ってくださいました。 

今後も、石岡さんが作るふくろう通心に乞うご期待！！ 


